
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新潟県上越市柿崎区は市の北側に位置し、日本海を臨み、古くから北国街道の宿

場町として栄えてきました。今回の“まちの元気じるし登場”は、民宿・仕出し、ダイニ

ングカフェを営む「有限会社フードショップわすけ」を訪ね、代表取締役の佐藤一さん

にお話を伺いました。 

おいしい料理が自慢 

屋号「和助」を看板にかかげ、父の民夫さんが民宿を始めたのが昭和 49 年、 

一さんが生まれた年でした。今は若手夫婦が中心となって切り盛りしています。 

父が丹精込めて作った野菜と、新鮮な山海の幸を使って、一さんが腕を振る 

います。得意とするのは何と言っても魚料理！和食に限らず洋食にも定評があります。 

柿崎地域で開催された『100 円商店街』では、自家製ピザを販売し、店先には行列が出来たそうです。さらに、ここでしか食べられな

い“元祖イカスミコロッケ”は、クリーミーな食感と独特な風味がクセになる、おいしい一品です。 

“ジャンルにとらわれない、地元の食材を使った手作り料理”をコンセプトにしており、地元ファンも多く、料理がおいしい宿を求め

て県外からのお客様も訪れています。 

 
経営革新計画でリニューアル 

「子供の頃の夢は普通のサラリーマン」と言う一さん。専門学校卒業後は、都内の飲

食店で７年間経験を積み、地元に戻りました。父を手伝いながら、スペイン料理が楽し

める居酒屋を開きましたが、思い描いていたようにはいかず…。事業全般について商工

会へ相談した際に、「経営面については大丈夫。でも、もし考えていることがあるのなら

色んなやり方があるよ。」とのアドバイスを受け、平成 17 年に商工会の専門家派遣事

業を活用し、経営革新に向けて一歩踏み出しました。 

その結果、「自分がやりたいことが明確になり、事業の方向性が見えてきた。」と当時

を振り返ります。31 歳で代表を継ぎ、平成 19 年に経営革新計画の承認申請を受け

て、建物の大幅リニューアルに至りました。 

前向きな姿勢で 

「まだまだ分からないことがいっぱい…。」と、苦笑する一さんに、商工会指導員は、「日々努

力する姿勢が崩れておらず、特に応援したくなる存在。」と言います。家族はひとり一台ずつパ

ソコンを所有し、活用しています。父は傍らで息子をサポートしながら見守り、母の洋子さん

は、ブログで日々の出来事を綴っています。また、幸子さんは専門家から POP 活用の指導を

受けて、早速実践中。皆さんとても前向きで、学ぶことに意欲的です。 

商工会青年部の副部長でもある一さん。部員勧誘では、あふれる魅力をうまく伝えられず、

歯がゆい思いをしたこともあるとか…。気の合う仲間に恵まれ、屈託のない意見を言い合える
．．．．．

のも青年部ならでは。昨年は、青年部活動で米作りにもチャレンジしたそうです。 

まちを元気にしたい！という共通意識を持って、互いに切磋琢磨しています。 

 魅力発信に向けて 

 今後についてお聞きしたところ、 

「地元に戻ってきた頃は、いっぱい稼ぎたいとか、アレもコレもと、やりたい事がたくさんありまし 

たが、経営革新計画をまとめていくうちに、自分自身の気持ちも固まり、ブレなくなりました。 

“田舎の民宿のおやじ”で終わってもいいから、来てくれたお客様に喜んで頂きたい！それを第一 

に考えています。柿崎は、海も山もゴルフ場もあって、とても環境の良いところです。ぜひたくさん 

の方に出掛けて来ていただきたいですね。」と、笑顔で話してくださいました。 

訪れたお客様からは、「満足！」の声が多く聞かれます。ただ、まだまだ集客努力の余地はありそう。 

地元の食文化や、海の町でも意外と知られていない魚のこと、その調理方法等を地元に人に伝えていきたい、店で料理教室を開き

たい…などなど。柿崎の魅力を内外へ発信するべく、前向きな構想も練っており、固定客だけでなく、新規のお客様が来てくれる妙案

を模索中です。今後どんな情報発信がされるのか、ますます期待が寄せられています。 

 

【お問い合わせ】  有限会社フードショップわすけ  

〒949-3255 新潟県上越市柿崎区上下浜 1637 

TEL：025-536-2110 ／ FAX：025-536-3728 ／ URL：http://www.wasuke.com/ 

 

 

佐藤 一
はじめ

さんと幸子さん 

 

元祖イカスミコロッケ 

 

 

経営革新計画に添って、ダイニングカフェ SachiSabor（サチサボール）を併設しました。一さんがレシピを作り、妻の幸子さんが店長

となって、スタッフと一緒に調理や接客を担当しています。ボリューム満点のセットメニューは、専門家から、「味も盛り付けも完璧」と絶

賛されたそうです。店名は、幸子さんの“Sachi”と、ラテン語の“Sabor（風味 ）”を掛け合わせ、『幸福なお店 』で幸せな時間を過ごして

頂きたい、という願いが込められています。 


